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生
活
交
通
・
移
動
手
段
の
課
題
は
？

市民の生活交
通・

移動手段

利
用
者
数
の
減
少
に
よ
る
財
政
負
担
の
増
加
が
課
題
で
す
。

答

　

生
活
交
通
・
移
動
手
段

の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

問　
土
木
上
下
水
道
部
長

答
　

自
家
用
車
の
増
加
や
、
人
口

減
少
の
要
因
に
よ
り
利
用
者
数

の
減
少
に
よ
る
財
政
負
担
の
増

加
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
路
線
や
時
刻
表
に
加
え

地
域
内
で
の
課
題
に
関
す
る
き

め
細
か
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、

公
共
交
通
機
関
と
の
接
続
な
ど

一
定
必
要
な
要
件
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
て
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
利
便
性
の
向
上
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

●
新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　

現
存
の
公
共
交
通
制
度
だ
け

で
は
、
高
齢
者
社
会
、
限
界
集

落
化
が
進
む
高
島
市
の
市
民
生

活
や
移
動
手
段
を
支
え
る
に
は

限
界
が
あ
る
と
思
う
。
新
た
な

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
。

大槻ゆり子 議員

　

生
活
交
通
・
移
動
手
段

を
確
保
す
る
事
が
行
政
の

責
務
と
考
え
る
が
見
解
を

問
う
。

問　
市
民
生
活
部
長

答
　

介
護
が
必
要
な
方
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
に
は
、
福
祉
有

償
運
送
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
が

制
度
に
該
当
さ
れ
な
い
方
へ
の

き
め
細
や
か
な
移
動
手
段
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
考
え
方
の
共
助

の
中
で
、
ご
議
論
い
た
だ
く
こ

と
も
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
と
行
政
、
各
種
関
係
団

体
な
ど
と
と
も
に
現
場
で
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
話
し
合
う
「
み

ん
な
で
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
集
落
座
談
会
」
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
豊
岡
市
で
は
、

「
交
通
政
策
基
本
法
」
や

「
活
性
化
再
生
法
」
に
基

づ
き
、
チ
ク
タ
ク
奥
山
と

い
う
地
域
主
体
の
タ
ク

シ
ー
を
走
ら
せ
市
民
に
喜

ば
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
連
動
し
て
赤

字
解
消
に
も
繋
げ
て
い

る
。
高
島
市
も
こ
の
よ
う

な
方
法
が
考
え
ら
れ
な
い

か
？

問　

土
木
上
下
水
道
部
長

答
　

地
域
の
た
め
の
公
共
交
通
と

い
う
観
点
は
極
め
て
重
要
な
観

点
で
あ
り
、
高
齢
者
の
バ
ス
利

活
用
が
公
共
交
通
の
課
題
と
考

え
て
お
り
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
課
題
解
決
に
向
か
え
る

よ
う
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

一般質問皆様の声を 高島市政に


